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貴凛庁株式会社 

株式会社ＮＴＴ ＥｘＣパートナー 

東日本電信電話株式会社 宮城事業部 

 

宮城県東松島市の防災体験施設キボッチャで『防災士育成研修』を開催 

―語り部を講師としたカリキュラムやツアーも設定し、被災地のいまを全国に発信します― 

 

 

貴凛庁株式会社(代表取締役社長：三井 紀代子、以下、貴凛庁)、株式会社ＮＴＴ ＥｘＣパートナー（エヌ・ティ・

ティ エクシーパートナー、代表取締役社長:矢野 信二、以下、ＮＴＴ ＥｘＣパートナー）と東日本電信電話株式会社 

宮城事業部(事業部長：須藤 博史、以下、ＮＴＴ東日本)は、相互に協力のもと、東日本大震災で被災した小学校

を改装して作られた防災体験施設キボッチャにおいて、東松島市（市長：渥美 巖）の後援を受けて防災士育成研

修を開講いたします。 

 

 

1. 取組みの背景と目的 

 防災士とは、「防災に関する知識と実践力を身につけた防災リーダーとなりえる人」に対して、ＮＰＯ法人

日本防災士機構が認定する資格です。近年、全国各地で相次ぐ災害から命を守るため、特に東日本大震災

以降注目されています。ＮＴＴ ＥｘＣパートナーは、日本防災士機構から認証を受け、２００４年から毎年、首

都圏や大阪などで防災士育成研修を開講しています。 

 本取組みは、東日本大震災から１３年が経過し、被害状況の風化や伝承が課題となる中、被災地である東

松島市にて防災士育成研修を開講するものです。これにより、業務の一環で防災士資格を取得しようとす

る方に、被災地を訪れる機会を提供するとともに、現地で震災の爪痕や語り部の話などを通じて防災に関

する研修効果を高めることが期待されます。さらに、全国から広く受講者を募集することで、被災地である

東松島市を訪れるきっかけを作り、地域の活性化にも寄与します。防災士育成研修を東日本大震災の被災

施設であるキボッチャで開講するのは、昨年に続き２回目となります。 

 

2. 昨年の取組みとの違い 

 今年はキボッチャ職員である語り部による、被災校舎内のツアーや周辺散策のオプションコンテンツを、研

修２日目の昼休みを延長し実施します。これにより、参加者が「被災地のいま」により深く触れられる、体験

価値の高い内容としました。全国から訪れた参加者に対し、震災に関する情報発信の機会を増やし、防災意

識の啓発に貢献してまいります。 

 

3. 主な取組み事項 

(1) 被災地開催専用の防災士育成研修ランディングページの開設 

(2) 防災士育成研修の東松島市キボッチャでの開講 

(3) 防災士育成研修における語り部(キボッチャ職員)の講師登壇 

(４) 遠方参加者向けのキボッチャ施設内における宿泊場所の提供 

（５） オプション防災コンテンツ「語り部ツアー」の実施  

     ※「語り部ツアー」は、防災士資格取得研修ではなく、ご希望者のみ参加するオプションとなります。 

 



4. 今後の見通し 

本研修における受講者は、応募者多数により締め切りとさせていただいていますが、来年以降も同会場で

開講を予定しています。震災の風化防止や伝承機会の創出、また被災地東松島市への誘客効果の継続的な

維持をめざします。 

 

5. 各団体の役割 

<主催> 

ＮＴＴ ＥｘＣパートナー : 防災士育成研修の企画、運営、講師派遣 

 

<開催協力> 

貴凛庁 : 研修会場・宿泊場所の提供、語り部の講師登壇、オプション防災コンテンツ(語り部ツアー)の提供 

ＮＴＴ東日本 : 企画・運営の協力、各パートナーとの調整 

 

<後援> 

東松島市 : 各者の調整、企画支援 

 

6. 研修開講日 

２０２４年１１月１４日（木）～２０２４年１１月１５日(金) 

 

以上 

 

※ご参考：受講者募集の専用ランディングページ（募集開始：2024/4/1、募集終了：2024/10/7） 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       https://kibotcha.com/bosaishitraining/ 

https://kibotcha.com/bosaishitraining/

